
名古屋市立大学看護学部教授会規程 

 

 （設置） 

第１条 名古屋市立大学看護学部（以下「学部」という 。） の重要事項を審議

するため、看護学部教授会（以下「教授会」という 。） を置く。 

 （組織） 

第２条 教授会は、学部の教授、准教授及び専任の講師をもって組織する。 

（一部改正 平成21年達第89号、平成31年達第63号） 

（議事） 

第３条 教授会は、次の各号に掲げる事項を審議し、学長が次に掲げる事項に

ついて決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(1) 学生の入学及び卒業 

(2) 学位の授与 

(3) 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の

意見を聴くことが必要なものとして学長が定めるもの 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項にお

いて「学長等」という 。） がつかさどる教育研究に関する事項について審議

し、及び学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

（一部改正 平成27年達第47号） 

（会議） 

第４条 教授会は、学部長が招集してその議長となる。ただし、学部長に事故

があるときは、あらかじめ教授会において互選した教授がその職務を代理す

る。 

第５条 教授会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ会議を開くことが

できない。 

２ 休職者及び長期にわたって国外又は勤務場所を離れて国内で研究に従事し

ている者は、前項の構成員の数に算入しない。 

３ 会議は非公開とする。 

第６条 議事は、特別の定めのある場合を除き、出席者の過半数をもって決す

るものとし、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

 （議事録） 



第７条 教授会に議事録を備える。 

２ 前項の議事録及び会議資料は、名古屋市情報公開条例（平成12年名古屋市

条例第65号）の規定に基づく公開請求があった場合は、公開する。ただし、

教授会が非公開情報に該当すると認めたときは、非公開とする。 

 （その他） 

第８条 この規程の施行に関し必要な事項は、教授会の議を経て学部長が定め

る。 

 （規程改正） 

第９条 この規程は、教授会において出席者の３分の２以上の同意がなければ

改正することができない。 

 

附 則 

１ この規程は、発布の日から施行する。 

２ 名古屋市立大学看護学部教授会規程（平成11年名古屋市立大学達第２号）

は、廃止する。 

附 則（平成21年公立大学法人名古屋市立大学達第89号） 

 この規程は、平成21年10月１日から施行する。 

   附 則（平成27年公立大学法人名古屋市立大学達第47号） 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

   附 則（平成31年公立大学法人名古屋市立大学達第63号） 

この規程は、平成31年４月１日から施行する。 


